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円
借
款
で
建
造
さ
れ
た
モ
ロ
ッ
コ
王
国
・
国
立
漁
業
研
究
所
の
海
洋
・
漁
業
調
査
船
が
西
サ
ハ
ラ
の
海
域
で
公

然
と
調
査
を
行
っ
て
い
る
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

北
ア
フ
リ
カ
大
西
洋
岸
に
位
置
す
る
旧
ス
ペ
イ
ン
領
西
サ
ハ
ラ
は
非
植
民
地
化
過
程
で
紛
争
と
な
っ
た
地
域
で
あ
る
。
モ
ロ

ッ
コ
と
西
サ
ハ
ラ
独
立
派
組
織
（
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
）
の
紛
争
が
五
十
年
以
上
続
い
て
い
る
。 

 

一
九
七
五
年
、
モ
ロ
ッ
コ
王
国
（
以
下
モ
ロ
ッ
コ
）
は
西
サ
ハ
ラ
を
侵
攻
し
、
西
サ
ハ
ラ
の
領
土
の
八
割
を
占
領
し
た
。
ポ

リ
サ
リ
オ
戦
線
は
自
決
権
の
行
使
を
求
め
て
い
る
。
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
は
一
九
七
六
年
二
月
、
「
サ
ハ
ラ
・
ア
ラ
ブ
民
主
共
和

国
」
の
樹
立
を
宣
言
し
、
隣
国
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
拠
点
に
外
交
活
動
を
続
け
て
い
る
。
国
連
安
保
理
は
一
九

九
一
年
に
西
サ
ハ
ラ
に
お
け
る
住
民
投
票
の
実
施
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
モ
ロ
ッ
コ
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
あ
り
、
欧
米
諸
国

も
モ
ロ
ッ
コ
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
住
民
投
票
は
実
現
し
て
い
な
い
。
日
本
は
、
モ
ロ
ッ
コ
に
よ
る
西
サ
ハ
ラ

併
合
も
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
の
独
立
宣
言
も
承
認
せ
ず
、
国
連
に
よ
る
仲
介
努
力
を
支
持
す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。 

 

日
本
は
対
モ
ロ
ッ
コ
水
産
部
門
へ
の
支
援
で
は
筆
頭
ド
ナ
ー
で
あ
る
。
問
題
は
、
日
本
の
対
モ
ロ
ッ
コ
水
産
部
門
支
援
の
中

に
西
サ
ハ
ラ
占
領
地
（
海
域
を
含
む
）
に
関
わ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
う
し
た
支
援
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
援
助
が
西
サ
ハ
ラ
占
領
地
で
進
め
ら
れ
る
漁
業
・
水
産
業
開
発
に
使
わ
れ
て
い
な
い
か
、
ひ
い
て
は
モ
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ロ
ッ
コ
に
よ
る
西
サ
ハ
ラ
併
合
と
い
う
、
力
に
よ
る
現
状
変
更
に
お
墨
付
き
を
与
え
て
い
な
い
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
モ
ロ
ッ
コ
全
体
の
水
揚
げ
の
約
半
分
が
西
サ
ハ
ラ
の
漁
港
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
西
サ
ハ
ラ
が
モ

ロ
ッ
コ
の
漁
業
・
水
産
業
に
占
め
る
地
位
は
明
ら
か
で
、
モ
ロ
ッ
コ
政
府
が
そ
の
部
門
へ
の
海
外
か
ら
の
支
援
を
西
サ
ハ
ラ
の

海
域
に
適
用
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
日
本
の
モ
ロ
ッ
コ
漁
業
・
水
産
部
門
へ
の
支
援

が
、
モ
ロ
ッ
コ
の
西
サ
ハ
ラ
占
領
開
始
後
に
始
ま
り
、
モ
ロ
ッ
コ
が
西
サ
ハ
ラ
で
の
漁
業
発
展
に
本
腰
を
入
れ
る
の
と
並
行
し

て
展
開
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
西
サ
ハ
ラ
と
関
係
す
る
事
例
と
し
て
、
円
借
款
で
建
造
さ
れ
、
モ
ロ
ッ
コ
王
国
・
国
立
漁
業

研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｈ
）
に
配
置
さ
れ
た
海
洋
・
漁
業
調
査
船
（
ア
ル
・
ハ
ッ
サ
ン
・
ア
ル
・
マ
ラ
ケ
シ
号
）
を
取
り
上
げ
た

い
。
こ
の
支
援
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
が
同
研
究
所
に
無
償
で
供
与
し
て
き
た
底
魚
調
査
船
（
シ
ャ
リ
フ
・
ア
ル
・
イ
ド
リ

ッ
シ
号
：
一
九
八
五
年
）
、
小
型
浮
魚
調
査
船
（
ア
ル
・
ア
ミ
ー
ル
・
ム
ー
ラ
イ
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
号
：
一
九
九
九
年
）
に
続

く
も
の
と
し
て
、
最
新
機
材
を
装
備
し
た
調
査
船
を
有
償
で
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。
承
諾
予
算
は
約
五
十
三
億
円
で
、
豊
田

通
商
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
二
〇
一
八
年
に
受
注
し
、
船
は
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
造
船
の
岡
山
玉
野
艦
船
工
場
で
建
造
さ

れ
、
二
〇
二
〇
年
に
引
き
渡
さ
れ
た
。 
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一 

西
サ
ハ
ラ
（
旧
ス
ペ
イ
ン
領
）
は
非
植
民
地
化
過
程
に
あ
る
非
自
治
地
域
で
あ
る
。
非
自
治
地
域
の
資
源
利
用
は
、
「
天

然
資
源
に
対
す
る
恒
久
主
権
」
と
い
う
国
際
原
則
に
よ
り
、
非
自
治
地
域
の
場
合
も
含
め
、
当
該
人
民
の
承
諾
の
上
、
当
該

人
民
の
発
展
に
資
す
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
と
く
に
、
ア
フ
リ
カ
有
数
の
漁
場
を
誇
る
西
サ

ハ
ラ
海
域
の
漁
業
資
源
の
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
。
日
本
政
府
は
西
サ
ハ
ラ
を
モ
ロ
ッ
コ
領
と
認
め
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
モ
ロ
ッ
コ
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
と
り
わ
け
そ
の
漁
業
・
水
産
業
部
門
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
西
サ
ハ
ラ
及
び
そ
の
海
域
で
用
い
ら

れ
な
い
よ
う
、
日
本
と
し
て
は
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 

二 

一
九
九
〇
年
代
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
報
告
書
に
は
西
サ
ハ
ラ
を
モ
ロ
ッ
コ
の
一
部
と
す
る
記
述
や
地
図
が
使
わ
れ
て
い
た
。
二

〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
そ
う
し
た
地
図
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
肝
心
の
漁
業
部
門
の
記
述
に
お
い
て
モ
ロ
ッ
コ
の
水
揚

量
を
西
サ
ハ
ラ
の
港
（
ラ
ユ
ー
ン
と
ダ
ー
フ
ラ
）
の
水
揚
げ
を
含
め
た
か
た
ち
で
提
示
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
西
サ
ハ
ラ

を
モ
ロ
ッ
コ
の
一
部
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
西
サ
ハ
ラ
の
水
揚
量
を
除
外
す
れ
ば
、
モ
ロ
ッ
コ
全
体
の
水
揚
量
は
半
減
す

る
。
ま
た
、
別
な
報
告
書
で
は
、
モ
ロ
ッ
コ
の
国
土
面
積
を
、
西
サ
ハ
ラ
を
除
い
て
四
十
四
万
六
千
平
方
キ
ロ
と
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
海
岸
線
は
三
千
五
百
ｋ
ｍ
と
西
サ
ハ
ラ
の
海
岸
線
を
含
む
長
さ
を
書
い
て
い
る
（
ち
な
み
に
西
サ

ハ
ラ
を
含
ま
な
い
モ
ロ
ッ
コ
の
海
岸
線
は
約
千
八
百
ｋ
ｍ
）
。 
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こ
う
し
た
不
整
合
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
是
正
を
求
め
た
い
。 

三 
モ
ロ
ッ
コ
王
国
・
国
立
漁
業
研
究
所
が
、
日
本
か
ら
の
円
借
款
（
約
五
十
三
億
円
）
を
用
い
て
建
造
し
た
海
洋
・
漁
業
調

査
船
（
ア
ル
・
ハ
ッ
サ
ン
・
ア
ル
・
マ
ラ
ケ
シ
号
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
に
引
渡
し
）
を
使
っ
て
西
サ
ハ
ラ
占
領
地
の
海
域

で
堂
々
と
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
き
研
究
し
、
そ
れ
を
西
サ
ハ
ラ
で
の
漁
業
振
興
に
役
立
て
て
い
る
の
は
、
問
題
で
は

な
い
か
。
国
立
漁
業
研
究
所
は
西
サ
ハ
ラ
占
領
地
の
ラ
ユ
ー
ン
と
ダ
ー
フ
ラ
の
二
箇
所
に
地
域
調
査
セ
ン
タ
ー
を
持
ち
、
西

サ
ハ
ラ
の
海
域
を
航
行
し
て
い
る
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。
同
研
究
所
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
西
サ
ハ
ラ
の
海
域
の
タ
コ
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
と
い
え
ば
、
日
本
が
一
九
八
六
年
に
無
償
援
助
で
同
研
究
所
に
底
魚
調
査
船

シ
ャ
リ
フ
・
ア
ル
・
イ
ド
リ
ッ
シ
号
を
供
与
し
た
頃
で
あ
る
（
タ
コ
は
底
魚
に
分
類
さ
れ
る
）
。
そ
し
て
当
時
の
同
研
究
所

の
調
査
結
果
が
モ
ロ
ッ
コ
人
研
究
者
の
研
究
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
研
究
所
は
モ
ロ
ッ
コ
に
よ
る
占
領
す
る
西

サ
ハ
ラ
海
域
の
資
源
利
用
を
目
的
の
一
つ
に
し
て
お
り
、
海
洋
・
漁
業
調
査
船
を
含
む
同
研
究
所
へ
の
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
そ

れ
を
後
押
し
し
て
き
た
と
言
え
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 

 

右
質
問
す
る
。 


